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研究成果の概要（和文）：口蓋裂患者の咬合評価には主に2つの方法がある。5-Year-Old Indexとmodified 
Huddart/Bodenham Indexである。どちらも石膏模型を用いた古典的な方法である。評価には石膏模型から平行模
型の製作、評価基準の標準化、評価場所や外部評価者の確保が必要である。治療成績を正確に評価するためには
咬合評価を簡便に行うことが重要である。そこで、石膏模型を三次元デジタル画像に変換し解析を試みた。今
回、石膏模型から3D画像に変更しても、評価の質は維持されていた。三次元デジタル画像の応用により準備の軽
減、時間短縮、コスト削減が期待された。

研究成果の概要（英文）：There are two main methods of occlusion assessment in patients with cleft 
palate. 5-Year-Old Index and modified Huddart/Bodenham Index. Both are classic methods using plaster
 models. For evaluation, it is necessary to produce parallel models from plaster models, standardize
 evaluation criteria, and secure evaluation sites and external evaluators.
In order to accurately evaluate treatment results, it is important to perform occlusion evaluation 
simply. Therefore, we converted the plaster model into a three-dimensional digital image and tried 
to analyze it. Regarding the 5-Year-Old Index and the modified Huddart/Bodenham Index, the quality 
of the evaluation was maintained even when the plaster model was changed to the 3D image. The 
application of 3D digital images was expected to reduce preparation, shorten time, and reduce costs.

研究分野： 口腔外科

キーワード： 口唇口蓋裂　咬合評価　多施設共同研究　二段階口蓋形成法　三次元画像

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
口蓋裂治療の成績評価は言語評価と咬合評価に分かれる。現在、いずれの評価も同一施設内での縦断的評価が主
流である。治療成績の向上、時代にあった治療方針の構築には多くの施設間での情報の共有が必要である。その
為にも評価の簡便化が必要である。これまでの咬合評価は石膏模型を使用するため他施設間の評価が困難であっ
た。今回の研究成果は石膏模型を三次元デジタル画像に変換しても評価の信頼度が維持されること証明した。ま
た、準備軽減、時間短縮、コスト削減につながった。この事は、他施設間の情報共有が進むことを意味する。そ
して、日本の口蓋裂治療が発展する要因の一つになる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
口蓋裂研究について、世界的に口蓋裂治療の拠点化が進む中、本邦では様々な理由で、術式およ
び施術時期の違いによる治療成績の比較検討が困難とされていた。とりわけ、咬合評価に関して
は、当該症例の石膏模型を同じ条件で製作し、一か所に集積するとともに、完全な二重盲目環境
下で当該症例の治療に関与しない第三者が複数名で評価する必要があるため、他施設間の評価
はほとんど行われず、各施設の治療成績の共有は進んでいないのが現実である。様々な治療方針
で加療された症例を客観的かつ簡便に評価するとともに、多くの施設で個々の症例を効率よく
同時に評価できるシステムの構築こそ、理想とする口蓋裂治療を目指すには必要不可欠と考え
るに至った。 現在治療中の症例が、客観的かつ簡便に評価され、その治療成績が 各施設で共有
される環境が整えば、今後、生まれてくる口蓋裂患児の治療方針を選択する際の情報として極め
て有効な情報となる。破裂形態に応じた適切な治療計画（オーダーメイド）の実現の為にも、本
研究で起案する「新しい口蓋裂咬合評価システムの構築」は重要と考えた。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、口唇口蓋裂治療における治療成績の 1 つである咬合評価を、より簡便に行う
ための方策を検討することである。前述の通り、療成績を多施設で比較検討する、または、同一
施設で経時的に確認することは大切であるが、咬合評価に関しては、評価資料の確保、評価方法
の均一化、加えて評価者の調整など、多くの準備が必要とされる。こうした要因もあり、咬合評
価を実施できる施設は限られる傾向にあった。そこで、咬合評価をより簡便に行う工夫として、
従来の実体平行模型を 3D 画像に変え、予備的な研究として、評価の精度解析と実際の対応につ
いて検討した。咬合評価は、発表された年代順に、ハダルト/ボデンハンインデックス、ゴスロ
ンヤードスティック、ファイブイアーインデックスの 3 つが知られており、それぞれに特徴が
ある。ハダルト/ボデンハンインデックスは、乳歯列期の評価（矯正前）で一次手術の影響を抽
出することが可能で、基準を元に数値化（客観的）されている。ゴスロンヤードスティックは、
晩期混合歯列期または早期永久歯列期の評価で基準模型を利用（概念的）する。、ファイブイア
ーインデックスは、乳歯列期の評価（矯正前）で一次手術の影響を抽出することが可能で基準模
型を利用（概念的）する。いずれも石膏模型から平行模型を製作して行われる。本研究ではファ
イブイアーインデックスを評価方法とした。本研究を行うに先立ち、当科で従来の方法に従い実
体平行模型を用いて咬合評価を行っている。二段階口蓋形成法で一次手術を行った 97 症例を対
象に、ファイブイアーインデックスで咬合評価し、術式および施術時期で咬合に影響がない事、
その前後で良好な咬合関係が維持されている事を過去に報告している。この際のデータと、本研
究における 3D 画像を用いた咬合評価のデータについて、その精度を比較検討した。 
 
３．研究の方法 
実体平行模型から 3D 画像を製作し、オルソビューワーのソフトを用いて個人のＰＣ上で自由自
在に観察できるようにした。評価者は本院で口唇口蓋裂診療に従事している 4名の歯科医師（口
腔外科 2 名、矯正歯科 2 名）とし、十分なキャリブレーションの後、3D 画像を用いて 2 回の咬
合評価を各評価者の研究室および個人 PC を用いて実施した。その結果をもとに、評価者間およ
び評価者内で一致度を算出した。各症例の 3D 画像化作業と平行して、基準模型から 3D 画像を製
作し、咬合評価中は常に PC画面上で基準模型の 3D画像を確認できるようにした。咬合評価の基
準は、スライドに示すファイブイアーインデックスの評価基準を参考とした。また、評価者間お
よび評価者内における一致度、カッパー値は、アタックの報告を参考に、プア、フェアー、モデ
レート、グッド、ベル―グッドとした。4 人の評価者には、対象となる 25 症例の実体平行模型
から製作した 3D画像と、10 症例の基準模型の 3D 画像を CD にコピーして配布し、各研究室の個
人 PC で咬合評価を依頼した。評価者はマウスで自由に 3D 画像を、回転、拡大、縮小することが
可能であり、症例番号は乱数表を用いてランダム化し、同日に計 2回の咬合評価を実施した。 
 
４．研究成果 
同一評価者内の 1 回目と 2 回目の一致度は、経験 4 年目の口腔外科医がグッドであった他は、
皆、ベリーグッドであった。一方で、4人の評価者における評価者間の一致度は、臨床経験が 10
年目と 5 年目の矯正歯科の間でベリーグッドであった他は、全てグッドであった。同一症例の実
体平行模型と 3D 画像との咬合評価における一致度の違いを見たところ、両方の咬合評価を行っ
た評価者 Aと Bとで、各評価者内、各評価者間でのカッパー値に有意な差はなかった。しかし、
実体平行模型での評価者間の一致度が 1 回目、2 回目、ともにベリーグッドであったのに対し、
3D 画像での評価者間の一致度は 1回目、2回目、ともにグッドであった。考察として、本研究の
結果から、実体平行模型を 3D 画像に変えても咬合評価の実施は可能で、評価者内一致度、評価
者間一致度ともに、カッパー値がグッド以上であったことから、評価の結果も検討に耐えられる
ものと推測された。一方で、評価者間の一致度が 3D 画像を用いた評価でベリーグッドが少なか
ったこと、同一評価者においても実体平行模型との比較で評価者間一致度が 3D 画像を用いた咬



合評価で低値となったことから、キャリブレーションの見直しとともに、3D 画像を用いた咬合
評価に特化した対策が必要と思われた。総じて、本研究から、口唇口蓋裂治療の咬合評価をより
簡便に行うために、3D 画像を用いた咬合評価は有効と思われた。一方で、その精度を実体平行
模型での咬合評価に近づけるために、より特化したキャリブレーションが必要と推察された。将
来的には、咬合評価を ZOOM などのオンラインシステムを利用した、非対面、同時実施できる環
境に整備するとともに、光学印象を用いた資料の完全デジタル化およびクラウド化などから、咬
合評価がより簡便なものとなる可能性が示唆された。 
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